
議事次第

１．開会
２．主催者挨拶
３．審議内容等
  （１）前回（第２回）部会の審議内容等について
  （２）徳山ダムの湛水状況について
  （３）モニタリング調査状況について
　　　　・水質
　　　　・ワシタカＰＴ
　　　　・植物ＰＴ
　　　　・生育・生息環境ＰＴ
　　　　・河川環境ＰＴ
　　　　・モニタリング調査工程
  （４）その他
４．閉会挨拶

第３回徳山ダムモニタリング部会

一般公表用資料

徳山ダムの湛水状況について



　徳山ダムの湛水状況

【平成18年9月25日湛水開始】

11月1日0時　EL377.52m

徳山ダム湛水状況（ダム本体から上流を望む）

撮影日：平成18年９月26日

撮影日：平成19年10月30日

平成19年11月1日現在の貯水状況

湛水標高：ＥＬ．３７７．５ｍ

湛水面積：約９．４ｋｍ２

徳之山八徳橋



徳山ダム湛水状況（徳山会館より上流を望む）

撮影日：平成18年９月21日

撮影日：平成19年10月30日

現時点の貯水池湛水の範囲



降雨と降雪の状況



万石地点流量状況

日付

水質調査について



　◇貯水位と取水方法

・選択取水設備運用時は、貯水池水温分布にあわせ随時取水深の変更を行って
いる。
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・試験湛水時調
査を実施した
（継続実施中）。

水質調査

調査内容等調査項目区分

■■水質調査水質調査

環境基準項目
の定期的な監
視、水質保全
対策の検討・
立案に資する
基礎資料の収
集、富栄養化
などの水質に
係る特異現象
の発生等、水
質に係る実態
を把握する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・ダム湛水後の
水質予測結果
を踏まえて水質
調査計画の詳
細について報告
した。

改訂ダム貯水池水質
調査要領（平成８年１
月：財団法人ダム水源
地環境整備センター）
の項目



ピークをはさんで3～7回水質項目

連続測定計器測定項目出水時調査

連続測定計器測定項目水質自動監
視装置

４回/年2-MIB、ジオスミン

2回/年健康項目

水位上昇10m毎又は1回
/2週のどちらか早い方

計器測定項目、生活環境項目、
富栄養化項目、形態別栄養項
目及び植物プランクトン

試験湛水時
調査

頻度調査項目調査名

－山口

△

他機関
水質デー
タ
利用

横山ダム本川流入点、
横山ダムサイト、
横山ダム放水口、
岡島橋、鷺田橋

下流河川等

○○○鶴見放流

○○○
網場、貯水池内横断橋（本
郷）、扇谷、戸入

貯水池内

○○○塚、門入流入河川

出水時
調査

試験湛
水時調
査

定期
調査地点名区分

　◇試験湛水中の水質調査の概要

注：計器測定項目：水温、濁度、ＤＯ

　　△：他機関データの利用と一部の観測は別途実施を示す。（異臭味関係）
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　◇貯水池内（網場地点）の水温、濁度、ＤＯの観測結果

・４月初旬から徐徐に
水温躍層が形成され始
めた。

・出水後は下層で若干、
濁度が高くなるものの、
その後は直ぐに低下す
る。

・７月頃から下層でＤ
Ｏが低下傾向にある。

水温分布（網場）

試験湛水開始：H18.9.25
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　◇網場地点のＳＳ観測結果

 　 ・貯水池内のＳＳは、降雨後に下層でやや高い値を示した。
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　◇網場地点のＣＯＤ・クロロフィルａ観測結果

COD（貯水池内：網場）
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ｸﾛﾛﾌｨﾙa（貯水池内：網場）
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　 ・貯水池内のＣＯＤは、試験湛水初期に表層で一時的な増加と8月以降にやや高い値
がみられたほか、7月以降の下層でやや高い値を示した。

　  ・貯水池内のクロロフィルａは、試験湛水初期に表層で一時的に増加（ケイ藻のキ
クロテラ）したが、その後は10μg/L以下で推移している。



　◇網場地点の総リン・総窒素観測結果

　・貯水池内の総リン、総窒素は、下層が７月頃からやや高い傾向を示した。

総窒素（貯水池内：網場）
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　◇流入河川及び放流口地点の水温、ＰＨの観測結果

・湛水初期に一時的に温水放流となっていたが、その後選択取水設備等の運用
で流入水温と同程度の放流水温としている。

・ＰＨは流入河川、放流口地点ともに6.5～8.5に収まっている。
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※試験湛水開始から平成19年５月31日までは、選択取水設備の運用ができない。
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　◇流入河川・放流口地点のＤＯ，ＢＯＤ観測結果

　・ＤＯは、流入河川、放流口地点ともに7.5mg/l以上で推移している。

　・ＢＯＤは、流入河川、放流口地点ともに1.0mg/l以下で推移している。

DO（流入河川・放流地点）
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　◇流入河川・放流口地点の濁度・ＳＳ観測結果

濁度（流入河川・放流地点）
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  ・濁度は流入河川に比べ放流口地点で若干高い傾向を示すものの、最大で7
度であり低い値を示している。

　・ＳＳは、流入河川、放流口地点ともに低い値で推移している。
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　◇流入河川・放流口地点の総リン・総窒素観測結果

　・総リン、総窒素については、流入地点、放流口地点ともほぼ同程度である。

総窒素（流入河川・放流地点）
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　◇台風４号出水時における濁度観測結果
　・台風等の洪水時には、流入河川から濁度の高い流水が貯水池内に流入して
くるものの、放流水の濁度は低い傾向にある。
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　◇網場地点における水質汚濁に係る環境基準（健康項目）

項　　　目 単位 平成19年2月7日 平成19年8月15日 基準値
カドミウム mg/l <0.001 <0.001 (0.01以下)
全シアン mg/l <0.01 <0.01 (検出されないこと）
鉛 mg/l <0.002 <0.002 (0.01以下)
６価クロム mg/l <0.01 <0.01 (0.05以下)
ヒ素 mg/l <0.001 0.001 (0.01以下)
総水銀 mg/l <0.0005 <0.0005 (0.0005以下)
アルキル水銀 mg/l <0.0005 <0.0005 (検出されないこと）
ＰＣＢ mg/l <0.0005 <0.0005 (検出されないこと）
ジクロロメタン mg/l <0.0002 <0.0002 (0.02以下)
四塩化炭素 mg/l <0.0002 <0.0002 (0.002以下)
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/l <0.0002 <0.0002 (0.004以下)
1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/l <0.0002 <0.0002 (0.02以下)
ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/l <0.0002 <0.0002 (0.04以下)
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/l <0.0002 <0.0002 (1以下)
1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/l <0.0002 <0.0002 (0.006以下)
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/l <0.0002 <0.0002 (0.03以下)
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/l <0.0002 <0.0002 (0.01以下)
1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/l <0.0002 <0.0002 (0.002以下)
チウラム mg/l <0.0006 <0.0006 (0.006以下)
シマジン mg/l <0.0003 <0.0003 (0.003以下)
チオベンカルブ mg/l <0.0003 <0.0003 (0.02以下)
ベンゼン mg/l <0.0002 <0.0002 (0.01以下)
セレン mg/l <0.001 <0.001 (0.01以下)
フッ素 mg/l 0.11 0.04 (0.8以下）
ホウ素 mg/l <0.01 <0.01 (1以下）

　・平成19年２月及び８月に健康項目の分析を行った。基準値を超える項目は
ない。

＜：定量下限値以下

植物プランクトン発生箇所

　◇植物プランクトンの発生

西谷地区の発生状況

・平成19年8月27日に戸入地区、29日にシツ谷地区、漆谷地区で植物プランクトンの発生を確認した。
・8月29日に採水し分析を行ったところ、緑藻類（種名：Volvox aureus）を多く確認した。
・ この植物プランクトンは、池や川、田んぼなどの淡水に生息し、水のきれいな場所であれば普通にみら
れる種である。
・毒性、異臭味等の原因となる種ではないこと、発生規模も小さく、8月31日には終息していたことから、
ダム貯水池の水質に関しては問題はないと考えられる。

Volvox aureus

上開田から西谷を望む



　◇貯水池の透明度

　・貯水池の透明度は、網場地点、本郷地点ともに約４ｍ（平均値）であり、
秋田県の田沢湖と同程度であった。

透明度（貯水池）
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　◇情報公開

　・平成19年９月から徳山ダムのホームページにて、試験湛水の状況、貯水池
の水質状況、貯水池周辺の状況等を概ね２週間に１度の頻度で掲載してい
る。

徳山ダムホームページ

http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/



ワシタカPT

　　１１　調査状況　調査状況



■ワシタカ類調査におけるモニタリング調査

クマタカ及びイヌ
ワシの営巣斜面
を中心に観察

○○○○○○○○○○
繁殖活動の継続状況の
確認

A3コアエリア全
体を観察

○
つがいの定着の有無の
確認

コアエリア全体及
びその周辺を観
察

○○○
行動圏の内部構造の
変化の把握

LKIGFDB
A
3

AＦD

備考

クマタカ
イヌ
ワシ

調査目的

　■平成　■平成1818年～年～1919年繁殖シーズンの調査状況年繁殖シーズンの調査状況

D F A A3 B D F G I K L

平成18年 12月 14日～18日 10名 行動圏/つがいの定着/繁殖 ● ● ● ● ●

12月 22日～26日 3名 行動圏 ●

平成19年 1月 22日～26日 7名 行動圏/つがいの定着/繁殖 ● ● ● ●

2月 6日 4名 水鳥 (貯水地全域)

2月 19日～23日 12名 行動圏/つがいの定着/繁殖 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3月 19日～23日 12名 行動圏/つがいの定着/繁殖 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4月 16日～20日 10名 行動圏/つがいの定着 ● ● ● ●

5月 4月30日～5月4日 14名 つがいの定着/繁殖 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6月 5日 4名 水鳥 (貯水地全域)

6月 25日～29日 10名 行動圏/つがいの定着 ● ● ● ●

7月 2日～6日 4名 ブッポウソウ・コノハズク調査 (本郷・塚地区)

7月 23日～27日 14名 行動圏/つがいの定着/繁殖 ● ● ● ● ● ●

8月 6日～10日 9名 つがいの定着/繁殖 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10月 1日～5日 9名 つがいの定着/繁殖 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

イヌ
ワシ

クマタカ
年 月 調査期間

調査
員数

調査内容



　　■観察定点の配置状況■観察定点の配置状況

図　ワシタカ類調査の観察定点の配置

　■観察視野範囲　■観察視野範囲

図　観察視野範囲



　■累積観察時間　■累積観察時間

図　累積観察時間

　　２２　ワシタカ類の繁殖状況　ワシタカ類の繁殖状況



ワシタカ繁殖状況　■貯水開始　■貯水開始11年目年目（平成（平成1818年～年～1919年繁殖シーズン）に年繁殖シーズン）に
　　確認されたイヌワシ　　確認されたイヌワシ・・クマタカの繁殖行動クマタカの繁殖行動

これまで確認されている各繁殖活動ペアは今シーズンも継続して生息が確認された。

各繁殖活動ペアで、繁殖活動が確認された(イヌワシDつがいを除く)。

クマタカＡつがい及びクマタカＢつがいでは、幼鳥の巣立ち(繁殖成功)が確認された。

○○Ｌ

○○○Ｋ

○○○○○○Ｉ

○○Ｇ

○○○○Ｆ

○○○○Ｄ

○○○○Ｂ

Ａ３

○○○○○○○Ａ

クマタカ

○○Ｆ

Ｄ
イヌワシ

巣立ち
抱卵
抱雛

餌運び造巣
巣材
運び

巣材
採取

交尾
防衛
行動

ﾃﾞｨｽ
ﾌﾟﾚｲ

つがい名種

クマタカ

Aつがい A3つがい Bつがい Dつがい Fつがい Gつがい Iつがい Kつがい Lつがい

平成7～8年繁殖シーズン 1年目 巣立ち 巣立ち 巣立ち

平成8～9年繁殖シーズン 2年目 造巣 交尾 巣立ち

平成9～10年繁殖シーズン 3年目 交尾 交尾 抱卵 交尾 交尾 (調査対象外)

平成10～11年繁殖シーズン 4年目 巣立ち 抱卵 巣内育雛 交尾

平成11～12年繁殖シーズン 5年目 巣立ち 造巣 抱卵 造巣 交尾 抱卵 交尾

平成12～13年繁殖シーズン 6年目 造巣 (交尾) 巣内育雛 巣立ち 造巣

平成13～14年繁殖シーズン 7年目 造巣 (交尾) 抱卵 巣立ち 巣立ち 巣立ち 巣立ち 巣立ち

平成14～15年繁殖シーズン 8年目 巣立ち 巣立ち 交尾 造巣

平成15～16年繁殖シーズン 9年目 抱卵 巣立ち 抱卵 造巣 巣内育雛 巣立ち

平成16～17年繁殖シーズン 10年目 巣内育雛 造巣 造巣 造巣 造巣

平成17～18年繁殖シーズン 11年目 巣立ち 抱卵or抱雛 巣立ち 巣立ち 巣立ち 巣立ち 交尾

平成18～19年繁殖シーズン 12年目 巣立ち 巣立ち 交尾 造巣 造巣 造巣

繁殖シーズン
調査

年数

注1)
赤枠で示した「巣立ち」は繁殖成功の確認を示す。その他の確認状況は、繁殖に失敗したが各繁殖シーズンに
確認された繁殖行動の確認段階を示す。
注2)
クマタカA3つがいの6年目、7年目調査時に確認された「交尾」は、A3つがいのコアエリア内で確認された行動で
あるが、A3つがいと個体識別された個体ではない。

ワシタカ繁殖状況

　■　■工事期間中及び試験湛水中の工事期間中及び試験湛水中のクマタカクマタカのの繁殖状況繁殖状況



イヌワシ
Dつがい Fつがい

繁殖状況 使用巣 繁殖状況 使用巣
平成7～8年繁殖シーズン 1年目

平成8～9年繁殖シーズン 2年目 交尾 巣立ち 不明
平成9～10年繁殖シーズン 3年目

平成10～11年繁殖シーズン 4年目 造巣 Ⅰ,Ⅱ
平成11～12年繁殖シーズン 5年目 巣立ち 不明 巣立ち Ⅰ
平成12～13年繁殖シーズン 6年目 造巣 Ⅱ
平成13～14年繁殖シーズン 7年目 巣立ち Ⅲ 抱卵 Ⅰ
平成14～15年繁殖シーズン 8年目 造巣 Ⅳ 抱卵 Ⅰ
平成15～16年繁殖シーズン 9年目 抱卵 Ⅳ 抱卵 Ⅰ
平成16～17年繁殖シーズン 10年目 造巣 Ⅳ 造巣 Ⅱ
平成17～18年繁殖シーズン 11年目 巣立ち 不明
平成18～19年繁殖シーズン 12年目 交尾

繁殖シーズン
調査

年数

　■　■工事期間中及び試験湛水中の工事期間中及び試験湛水中のイヌワシのイヌワシの繁殖状況繁殖状況

　　３３　貯水開始　貯水開始11年目のクマタカ年目のクマタカDD・・FF・・II・・A3A3つがいのつがいの
調査結果調査結果



　　３．１３．１　　クマタカクマタカDDつがいのつがいの結果結果

　■　■クマタカＤつがいのクマタカＤつがいの結果結果

図　クマタカD周辺における確認位置

H18年～19年繁殖シーズン(湛水開始1年目)

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。



　■　■クマタカＤつがいのクマタカＤつがいの結果結果

図　平成18年生まれ幼鳥の確認位置(月別)

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

　■　■クマタカＤつがいのクマタカＤつがいの結果結果

図　クマタカD周辺における繁殖に関する行動の確認位置

H18年～19年繁殖シーズン(湛水開始1年目)

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。



　■　■クマタカＤつがいのクマタカＤつがいの結果結果

図　クマタカD周辺における狩りに関する行動の確認位置

H18年～19年繁殖シーズン(湛水開始1年目)

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

　■　■クマタカＤつがいのクマタカＤつがいの結果結果

図　クマタカD周辺における狩りに関する行動の確認位置
H18年～19年繁殖シーズン(湛水開始1年目)<つがい別>

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。



　■　■クマタカＤつがいのクマタカＤつがいの結果結果

まとめ（１／２）

湛水前の調査において確認されているＤつがいのコアエリア
の利用状況と比較して、現時点において大きな相違は見られ
ない。理由は以下のとおり。

今シーズンのコアエリア内の飛翔状況を確認すると、湛水前と同じく湛
水区域内の利用が少ない状況にあり、もともと、利用していないことが
再確認された。

繁殖に関する行動については、既往の営巣斜面において多く確認さ
れており、大きな変化はなかった。

平成18年生まれ幼鳥は、独立できるまでの期間において、湛水の影
響を受けることなく利用していたと考えられる。

狩りに関する行動は、これまでの狩り場利用の状況と同様にコアエリ
ア内を広く利用していることが確認された。また、月別に狩り場の利用
状況を確認しても、利用状況の変化は特に見られない。

　■　■クマタカＤつがいのクマタカＤつがいの結果結果

まとめ（２／２）

コアエリア外の利用状況を見ると、Ａ３つがいのコアエリア内
の一部において繁殖に関する行動（防衛行動）や狩りに関す
る行動が確認された。

次の繁殖シーズン調査においても、引き続きコアエリア全体
の利用状況を確認するとともに、Ａ３コアエリアの利用も想定
した調査体制で調査を行う。



　　３３．．２２　　クマタカクマタカA3A3つがいのつがいの結果結果

　■　■クマタカクマタカA3A3つがいのつがいの結果結果

図　クマタカA3周辺における確認位置
H18年～19年繁殖シーズン(湛水開始1年目)

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。



　■　■クマタカクマタカA3A3つがいのつがいの結果結果

図　クマタカA3周辺における繁殖に関する行動の確認位置
H18年～19年繁殖シーズン（湛水開始１年目）

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

　■　■クマタカクマタカA3A3つがいのつがいの結果結果

図　クマタカA3周辺における狩りに関する行動の確認位置
H18年～19年繁殖シーズン(湛水開始1年目)

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。



　■　■クマタカクマタカA3A3つがいのつがいの結果結果

図　クマタカA3周辺における狩りに関する行動の確認位置
H18年～19年繁殖シーズン（湛水開始１年目）<つがい別>

非公開資料

注：猛禽類保護の観点から図面を掲載していません。

　■　■クマタカクマタカA3A3つがいのつがいの結果結果

まとめ

クマタカＡ３エリアをコアエリアとする繁殖活動ペアの定着は確認されてい
ない。

クマタカＤつがい個体による、繁殖に関する行動がクマタカＡ３コアエリア内
で確認された。

別個体と識別された若鳥の存在が確認され、その個体によるＤつがい雄
に対する防衛行動、Ｄつがい個体以外との２羽での止まり、狩りに関する
行動が、A3のコアエリア内の一部で確認されており、若鳥が、クマタカＡ３
つがいのコアエリア内で定着を試みていた可能性が考えられる。

貯水前に主要な狩り場環境と予測したエリアが、現在、狩り場として利用さ
れていることが確認された。

次の繁殖シーズン調査においても、定着を試みるクマタカが、クマタカＡ３
つがいのコアエリア内に入ってくる可能性があることから、繁殖に関する行
動に着目し調査を行う。



　　３３．．３３　　クマタカクマタカFFつがい・Ｉつがいのつがい・Ｉつがいの結果結果

　■　■クマタカクマタカFFつがつがい及びクマタカＩつがいのい及びクマタカＩつがいの結果結果

湛水前の調査において確認されているクマタカＦつがい及びＩ
つがいのコアエリアの利用状況と比較して、現時点において
大きな相違は見られない。

今シーズンのコアエリア内の飛翔状況を確認すると、湛水前と同じく湛水区域
内の利用が少ない状況にあり、もともと、利用していないことが再確認された。

繁殖に関する行動については、既往の営巣斜面において多く確認されており、
大きな変化はなかった。また、湛水の進捗に起因する利用状況の変化は見ら
れない。

狩りに関する行動は、ほとんどが繁殖テリトリー内で確認された。また、月別に
狩り場の利用状況を確認しても、利用状況の変化は特に見られず、繁殖テリト
リー内を継続して広く利用していることが確認された。

次の繁殖シーズン調査においても、引き続きコアエリア全体の
利用状況を確認する調査体制で調査を行う。



　　４４　　水鳥・ブッポウソウ調査水鳥・ブッポウソウ調査

船を使用した移
動観察を行った。

水鳥調査湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

■■水鳥調査水鳥調査

湛水により新
たに出現した
貯水池におけ
る水鳥の生息
状況を把握す
る。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・指摘事項に基
づき船を利用し
た移動観察調
査を湛水初期
の段階に複数
回行うこととした。



■水鳥調査

冬季の調査結果

番号 目 科 種 個体数

1 コウノトリ目 サギ科 アオサギ 1羽

2 カモ目 カモ科 オシドリ 33羽

3 マガモ 63羽

4 コガモ 7羽

5 オカヨシガモ※ 3羽

6 カワアイサ 3羽

7 ブッポウソウ目 カワセミ科 ヤマセミ 2羽

8 スズメ目 カワガラス科 カワガラス 6羽

合計 4目 4科 8種 118 羽

注）　※：徳山ダムで初めて確認された種を示す。

平成19年2月

確認種数(水鳥)　4目4科8種

重要な種　オシドリ、ヤマセミ

■水鳥調査 平成19年6月

確認種数(水鳥)　5目5科7種

重要な種　オシドリ、ヤマセミ、

　　　　　　　アカショウビン

夏季の調査結果

番号 目 科 種 個体数

1 ペリカン目 ウ科 カワウ 4羽

2 コウノトリ目 サギ科 ダイサギ 3羽

3 カモ目 カモ科 オシドリ 25羽

4 チドリ目 チドリ科 イカルチドリ 2羽

5 ブッポウソウ目 カワセミ科 ヤマセミ 4羽

6 アカショウビン 1羽

7 カワセミ 1羽

合計 5目 5科 7種 40羽



・初夏に調査を
実施した。

成熟した生息・
生育環境調査

（ブッポウソウ）

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

■成熟した生息・生育環境調査（ブッポウソウ）■成熟した生息・生育環境調査（ブッポウソウ）

貯水池周辺の
陸域における
「成熟した生
息・生育環境」
の変化を把握
する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・貯水池周辺の成熟した生息環境として２地点を選定し、調査を行った。

・２地点のそれぞれにおいて、ブッポウソウの飛翔もしくは鳴き声を確認した。

・なお、繁殖に関する行動は確認されなかった。

■ブッポウソウの確認結果

貯水池周辺で確認されたブッポウソウ



植物PT

・ダムサイト、原
石山、コア山の
植生回復状況
について継続し
て調査を実施し
た。

植生回復状況
調査

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

■■植生回復状況調査植生回復状況調査

・外来種の動
向と周辺域か
らの在来種の
侵入状況を把
握する。

・基盤材の違
いと植生定着
状況の対応関
係を把握する。

・表土等から
の在来種の発
芽や遷移状況
を把握する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・ダムサイト、原
石山、コア山に
おいて植生回復
状況について報
告した。



　◇保全対策の進捗　◇保全対策の進捗--ダムサイト法面の植生回復ダムサイト法面の植生回復目標目標

・中期的には草本を主体とし、低木を交えた法面に移行することを、長期的には
在来種による小低木林の成立を目標としている。

厚層基材100%

厚層基材50%
ﾁｯﾌﾟ材50%

ﾁｯﾌﾟ材100%

H19.6.30

H17.7.15

・短期的には、在来種が優先する法面に移行することを目標としている。

　◇保全対策の進捗　◇保全対策の進捗--ダムサイト法面ダムサイト法面（調査区）の状況（調査区）の状況

・現段階の結果（導入種の動向）
　導入種（外来種）については、各調査
区とも減少傾向にあると考えられる。

侵入種数の推移

0

1

2

3

4

5

2003 2004 2005 2006 2007

種
数

Ⅲ段目

Ⅶ段目

Ⅷ段目

・現段階の結果（在来種の侵入状況）
　Ⅲ段目(厚層基材)よりも、Ⅶ段目(厚
層機材＋チップ材)、Ⅷ段目（チップ材）
のチップ材を使用している方が、侵入
種数が多い。

導入種数の推移

0

1

2

3

4

5

2003 2004 2005 2006 2007

種
数

Ⅲ段目

Ⅶ段目

Ⅷ段目

※種数については、９コドラートの平均値を示している。



　◇保全対策の進捗　◇保全対策の進捗--原石山の植生回復原石山の植生回復目標目標

・短期的には、「伐採跡地」程度（樹高２ｍ程度のヤマウルシ、ネムノキ、
ススキ）を目標とする。
・中期的には樹高3m前後のシロモジ等が生育することを、長期的にはブ
ナ林構成種の小高木からなる群落の成立を目標としている。

　◇保全対策の進捗　◇保全対策の進捗--原石山原石山（調査区）の状況（調査区）の状況

在来種の確認種数の推移
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種
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Ⅱ段目

Ⅲ段目

Ⅴ段目

Ⅵ段目

・現段階の結果（在来種の侵入状況）
　在来種の確認種数が最も多い調査
区は 、Ⅲ段目（表土のみ）であった。Ⅵ
段目(表土＋根株＋チップ材） 、Ⅴ段
目（表土＋根株）については、他の調
査区に比べて、施工が１年遅いものの
Ⅱ段目（掘削ズリ）よりも確認種数が多
かった。

木本の確認種数の推移

0

5

10

15

20

25

2003 2004 2005 2006 2007

種
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・現段階の結果（木本の侵入状況）
　樹林化を目標としていることから木本
類の確認種数で比較したところ、在来
種の侵入状況と同様の結果となった。

※原石山の掘削は、高位標高から行っていくため、Ⅴ、Ⅵ段目は１年遅れの施工(H15年施工）となっている。
※※各調査区の種数は、Ⅱ段目は２コドラート、Ⅲ段目は３コドラート、Ⅴ、Ⅵ段目は４コドラートの平均値を採用している。
※※※各段の最大最小の確認種数を同色の点で表示している。



・現段階の結果（在来種の侵入状況）
　ネムノキ、シロモジ、アカメガシワ等
の木本類も継続して生育しており、徐々
に在来種による植生回復が進行して
いることを確認した。

　◇保全対策の進捗　◇保全対策の進捗--原石山原石山（調査区：Ⅴ段目）の状況（調査区：Ⅴ段目）の状況

平成15年5月 平成17年7月

平成19年7月

・短期的には、「伐採跡地」程度（樹高３ｍ程度のヤマウルシ、ネムノキ、ススキ）
を目標とする。
・中期的には、樹高5m前後のシロモジなどが生育することを、長期的にはブナ
林への移行を目標とする。

　◇保全対策の進捗　◇保全対策の進捗--コア山コア山の植生回復の植生回復目標目標



　◇保全対策の進捗　◇保全対策の進捗--コア山（調査区）の現在の状況コア山（調査区）の現在の状況

・現段階の結果
・ススキの春蒔きと秋蒔きについて株
数、分蘗数の調査を行い、t検定をし
た結果、生育（分蘗数）に有意な差は
みられなかった。

株数 (/ｍ２）
最小 平均 最大 総数

秋蒔き区 1 8.4 14 42
春蒔き区 4 12.0 19 60

分蘗数 (/ｍ２）
最小 平均 最大 総数

秋蒔き区 1 12.6 132 531
春蒔き区 1 7.9 77 476

注：データは各5コドラートの値で当年性の実生を除く

ススキ

ススキ

コア山の確認種数

・現段階の結果（木本の侵入状況）
　コア山の木本確認種数は毎年10種
以上あり、初期段階から植生が安定し
ている傾向を示している。

木本類の確認種数の推移
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　◇保全対策の進捗　◇保全対策の進捗--コア山コア山の植生回復の植生回復

平成19年7月

平成16年8月 平成18年7月

現段階の調査結果（在来種の侵入状況）
・リョウブ、ヌルデ、タニウツギ等の木本
類が継続して生育しており、徐々に在来
種による植生回復が進行していることを
確認した。



・移植した18種
の定着状況調
査を行った。

・ダムの湛水に
より生育環境が
変化する可能
性のある８種の
監視調査を行っ
た。

定着状況調査
（植物の重要
な種）

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

■■定着状況調査（植物の重要な種）定着状況調査（植物の重要な種）

移植した重要
な種が定着し
再生産してい
るかどうかを
把握する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・現時点までに
23種の移植等
を完了した。

　◇　◇植物の重要な種植物の重要な種の移植の移植後の定着状況の確認後の定着状況の確認

植物の重要な種の移植の実施状況

種名 環境保全措置の実施時期 確認結果 備　　考

ハコネシダ 平成17年度 定着を確認

オオバノハチジョウシダ 平成15年度、17年度、19年度 定着を確認

オオバヤナギ 平成18年度 未定着 平成19年度再移植

アゼオトギリ 平成15年度、16年度 定着を確認

エビネ 平成17年度、18年度 定着を確認

ヤマジソ 平成17年度 定着を確認

ヤブツバキ 平成18年度 未定着  平成19年度
（取り木・挿し木）

ユキバタツバキ 平成17年度 未定着
平成19年度
（実生苗・取り木・挿し木）

イワヤシダ 平成18年度 定着を確認

ミスミソウ 平成17年度 定着を確認

ヤマシャクヤク 平成17年度 定着を確認

ホザキツリガネツツジ 平成17年度 定着を確認

タチキランソウ 平成17年度 定着を確認

マネキグサ 平成18年度 定着を確認

チョウジギク 平成17年度 定着を確認

カガノアザミ 平成17年度 定着を確認

ハクサンアザミ 平成17年度 定着を確認

イチョウウキゴケ 平成15年度～17年度 未定着 （モニタリングを継続）

注：移植後のモニタリングを完了した5種を除いた18種について記載。



エビネ ミスミソウ

ハコネシダ オオバノハチジョウシダ

　◇植物の重要な種の移植　定着状況１

　◇植物の重要な種の移植　定着状況２

ホザキツリガネツツジタチキランソウ

ヤマシャクヤク チョウジギク



■定着状況が良くなかったツバキ類
   平成19年度に、ヤブツバキは取り
 　木・挿し木、ユキバタツバキは実生

   苗・取り木・挿し木を実施した。

　◇ツバキ類の環境保全対策

ユキバタツバキ（実生苗）

ヤブツバキ（挿し木） ユキバタツバキ（取り木）

■定着状況が良くなかったオオバヤナギ

　本種については、挿し木ではなく、平成19年7月に白谷の水没地で苗木を採取
し、水没しない上流の河原へ移植を行った。

　◇オオバヤナギの環境保全対策

挿し木したオオバヤナギが
枯れている状況

オオバヤナギ
河原への再移植



鷺田橋上流地点は良好、神戸大橋は未確認カワヂシャ

鷺田橋上流地点は良好、神戸大橋は未確認ミゾコウジュ
下流河川に生
育する個体に
ついて、生育状
況を監視する

監視１地点は、未確認キンラン

監視１地点の生育状況は、良好ハクサンアザミ

監視３地点の生育状況は、２地点良好、１地
点は未確認

ミスミソウ

監視５地点の生育状況は良好ヤブツバキ

監視１地点の生育状況は良好エビネ

監視２地点中１地点は生育不良であったため、
H19.6に移植した。１地点は未確認

オオバノハチジョウシダ
直接改変区域
周辺に生育す
る個体について、
生育状況を監
視する

監視調査結果対象種
環境保全対策

の概要

　◇植物の重要な種（林縁部等に生育する個体）

　◇監視調査での確認種

エビネ ミスミソウ

カワヂシャ ミゾコウジュ



・エゾエノキの
定着状況調査
を行った。

定着状況調査
（オオムラサキ）

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

■■定着状況調査（オオムラサキ）定着状況調査（オオムラサキ）

・移植したエゾ
エノキが定着
し、移植場所
で生育してい
ることを把握
する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・コア山に移植
したエゾエノキ
の定着状況調
査を行った。

　◇　◇エゾエノキの移植位置エゾエノキの移植位置
・平成１９年９月に、移植した111本のエゾエノキのうち３６本について定着を確認した。

・定着した個体は順調に生育している。

・平成１９年度も引き続き、再移植を実施することとした。

記念公園周辺

コア山

ダムサイト
周辺

１０１１１５ コア山

定着確認本数

３６４５１１１ 計

２１２７８３ 記念公園周辺
５７１３ ダムサイト周辺
H19.9H18.9

移植
本数

移植地区



生育・生息環境PT

・平成18年に湛
水区域内の巣
箱の利用状況
の確認を行った
後、全ての巣箱
を湛水区域外
へ設置し、継続
調査を行う。

巣箱利用状況
調査

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

■■巣箱利用実態調査巣箱利用実態調査（ヤマネ）（ヤマネ）

巣箱の利用状
況（種類、個
体数）を把握
する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・平成17年～18
年にかけ、本郷、
磯谷、白谷にお
いて巣箱の利
用状況の確認
を行った。



　◇巣箱再設置箇所　◇巣箱再設置箇所

・湛水区域内の巣箱（７箇所計140個）は、平成18年9～10月にヤマネがい

ないことを確認したのち、全て湛水区域外へ移設した。現在利用状況につ

いて調査中である。

湛水区域内（回収地点）

湛水区域外（再設置地点）

年　月 巣箱設置箇所 備　　　考

平成16年１１月 ⑤磯谷、⑥本郷、⑦白谷地区 湛水区域内

平成17年１１月
①上谷、②鬼生谷、③西赤谷、④櫨原
地区

湛水区域内

平成18年9月～10月
①上谷、②鬼生谷、③西赤谷、④櫨原、
⑤磯谷、⑥本郷、⑦白谷地区

湛水区域外

・哺乳類、両生
類、爬虫類、昆
虫類について利
用状況を調査し
た。

・物理環境

・植物の生育
状況

・両生類等の
利用状況

・昆虫類の利
用状況

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

■■湿性地調査湿性地調査

・水位、水温、
気温の季節的
変化、景観レ
ベルでの湿性
地の変化を把
握する。

・湿性植物の
生育状況、両
生類、爬虫類、
コウモリ類、水
生昆虫類の利
用状況を把握
する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・甚しゃく湿性地
において、水温
等のモニタリン
グおよびモリア
オガエルの産卵
状況調査を行っ
た。



　◇　◇甚しゃく湿性地の状況甚しゃく湿性地の状況

・甚しゃく湿性地の植生等の状況を示す。

モリアオガエルの産卵

アズマヒキガエルの幼生

ホンドジカ　無人撮影

ハクビシン　無人撮影

甚しゃく湿性地　上池

甚しゃく湿性地　下池

ヒダサンショウウオ(幼生) アズマヒキガエル(幼生)

　◇保全対策の進捗状況　◇保全対策の進捗状況
（モリアオガエル）
　・平成19年6月14日に、モリアオガエルの卵塊を117個確認した。
　　（Ｈ１８同時期卵塊確認数は５６個）
　・幼生の頭胴長は6月14日の調査では5mm～7mmであったが、8月23日に
　　は9.5mm～21mm(平均16mm)となり、成長が確認された。また、上陸し
　　た幼生も確認した。
（アズマヒキガエル）
　・アズマヒキガエルの幼生もみられ、カエル類の有効な繁殖場所であ
　　ることを確認した。

モリアオガエルの幼生(H18.8.23)
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　　◇保全対策の進捗状況　　◇保全対策の進捗状況

　分析中カナヘビ、ヤマ
カガシ、ニホン
マムシ

ヒダサンショウウ
オ、イモリ、アズマ
ヒキガエル、タゴ
ガエル、モリアオ
ガエル

アカネズミ、イノ
シシ、ホンドジカ、
コウモリ目の一
種

平成19年度

ルリボシヤンマ、
タカネトンボ、オ
オシオカラトン
ボ、マメゲンゴ
ロウ、
カンタン、ヒメギ
ス、ナキイナゴ、
セマダラコガネ
など

カナヘビ、シマ
ヘビ、ヤマカガ
シ

ヒダサンショウウ
オ、イモリ、アズマ
ヒキガエル、ナガ
レヒキガエル、タ
ゴガエル、シュレー
ゲルアオガエル、
モリアオガエル

イタチ、ハクビシ
ン、ネズミ科sp．

平成18年度
主な
確認種

分析中1目3科3種2目5科5種3目4科4種平成19年度調査

72科157種1目2科3種2目5科7種2目3科3種平成18年度調査

昆虫類爬虫類両生類哺乳類

　 甚しゃく湿性地では、モリアオガエル等のカエル類の繁殖・成長のほか、新たに環境
省のレッドリストに加わったヒダサンショウウオ，イモリ等の両生類、ゲンゴロウ類やト
ンボ類などの昆虫類、イタチ等の哺乳類の生息が確認され、湿性地としての機能を維
持していることが確認された。

・試掘坑利用状
況調査（越冬後、
繁殖前）を行っ
た。（３坑で実施）

試掘坑３箇所
の利用状況調
査

（コウモリ類）

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

生
物

調査内容等調査項目区分

■■試掘試掘横横坑利用状況坑利用状況調査調査((コウモリ類コウモリ類))

ダム完成後も
残存する試掘
坑13箇所の内
3箇所におけ
るコウモリ類
の利用状況を
把握する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・試掘坑入口の
整備内容につ
いて報告した。

・試掘坑13箇所
の整備を完了し
た。



　◇　◇試掘坑試掘坑利用状況調査結果利用状況調査結果

・平成14年～平成19年における調査
でコウモリ類が継続的に試掘坑を越
冬のために利用していることが確認
された。
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河川環境PT



・環境保全河川魚類相調査→　湛水域はまだ接近していない。

・孤立個体群調査　　　　→　白谷及び扇谷については湛水により本川合流部が湖面化。

　　　　　　　　　　　　　　才谷については湛水域はまだ接近していない。

・底生魚の押し上げ調査　→　No.6ヒン谷合流点の下流まで湛水域(№１～５地点は水没)。

白谷

扇谷

才谷

H18.9.25 試験湛水開始

280m（H18.9下旬湛水）

290m（H18.10中旬湛水）

300m（H18.11下旬湛水）

310m（H18.12中旬湛水）

330m（H19.2中旬湛水）

340m（H19.3中旬湛水）

350m（H19.4上旬湛水）

360m（H19.6下旬湛水）

370m（H19.7中旬湛水）

：環境保全河川

：底生魚の押し上げ調査

：孤立個体群調査

H19.10.22現在湛水域

◇平成19年10月における湛水状況

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5
No.6

320m（H18.12下旬湛水）

■■環境保全河川魚類生息状況調査環境保全河川魚類生息状況調査

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・環境保全河川
への移動放流を
実施した。

・魚類の生息場
の確保としてア
ジメ産卵床施設
の検討を行った。

第２回部会まで
の状況

・環境保全河
川における魚
類の生息状況
及び生息密度
を把握する。

・環境保全河
川における底
生動物の生息
状況を把握す
る。

調査内容等

・魚類の生息状
況、底生動物の
生息状況を把握
するためのモニ
タリング調査を
実施した。

第３回部会の

報告内容

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

環境保全河川
魚類生息状況
調査

調査項目

生
物

区分



　◇環境保全河川における魚類

・平成19年度、本川上流の赤谷ではカワヨシノボリ、アブラハヤ、アジメドジョウ、カジカ、

　アカザ、アマゴの6種を確認した。

・西谷ではカワヨシノボリ、アブラハヤ、アジメドジョウ、カジカ、アマゴ、イワナの6種を確認した。

　※岐阜県による環境保全河川での採捕禁止の措置は、平成20年3月迄までとなっており、平

　　成20年度以降も同様の措置を講じるべく、関係機関と協議していく。

赤谷
(才谷合流部～上流)

H3
～
H8

H9 H10 H11 H12 H15 H16 H17 H18 H19

カワヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウグイ ○ ○ ○ ○
アブラハヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アジメドジョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カジカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アカザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アマゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イワナ ○

西谷
(門入地区～上流部)

H3
～
H8

H9 H10 H11 H12 H15 H16 H17 H18 H19

カワヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウグイ ○
アブラハヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アジメドジョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カジカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アカザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アマゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イワナ ○ ○ ○ ○ ○

赤谷

西谷

道谷

ソバク又

才谷合流部上流

入谷

門入

黒谷流入黒谷

　◇環境保全河川における底生動物

－  7目29科46種合計

－  6目28科42種定性採取
Micromtendipes属
Trichosetodes属 等

1,508mg/m2(33個体)  6目13科17種定量採取
西谷
　(門入)

－10目31科55種合計

－10目29科51種定性採取
シロハラコカゲロウ
ヨシノマダラカゲロウ
Rhithrogena属 等

644mg/m2（73個体）  4目13科19種定量採取
本川
(才谷合流部上流)

確認種湿重量確認種数区分地区

平成19年7月12日、13日調査

・環境保全河川における底生動
物は、シロハラコカゲロウなど10
目31科55種が確認され、西谷で
は7目29科46種が確認した。



■上流河川の魚類調査(孤立個体群調査)

・試験湛水中の
調査を実施した。

上流河川の魚
類調査（孤立
個体群調査）

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

湛水前後の流
入河川におけ
るカジカ、アジ
メドジョウ等の
魚類の生息状
況の変化を把
握する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

才谷

扇谷

白谷

◇孤立個体群調査結果

白谷では、従来より確認されているアブラハヤ、カジカ、
アマゴ、イワナのほかに、アジメドジョウを確認した。

白谷
H3
～
H8

H9 H10 H11 H12 H15 H16 H17 H18 H19

アブラハヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アジメドジョウ ○
カジカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アマゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イワナ ○ ○

扇谷では、近年確認されていなかったアジメドジョウ
（20尾:38～78mm）、カワヨシノボリ、アブラハヤ、カジカ、
アカザ、アマゴ、カマツカを確認した。

才谷では、カワヨシノボリ、アブラハヤ、アジメド
ジョウ、カジカ、アカザを確認した。

才谷
H3
～
H8
H9 H10 H11 H12 H15 H16 H17 H18 H19

カワヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アブラハヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アジメドジョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カジカ ○ ○
アカザ ○
アマゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イワナ ○

扇谷
H3
～
H8

H9 H10 H11 H12 H15 H16 H17 H18 H19

カワヨシノボリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウグイ ○ ○
アブラハヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アジメドジョウ ○ ○
カジカ ○ ○ ○
アカザ ○ ○
アマゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イワナ ○
カマツカ ○



・底生魚の押し
上げ調査を実
施した。

底生魚の押し
上げ調査

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

■■底生魚の押し上げ調査底生魚の押し上げ調査

・試験湛水時
の流入河川に
おける底生魚
類の押し上げ
状況を把握す
る。

・６カ所に登り
落ちを設置し、
捕獲された底
生魚をカウン
トし、捕獲地
点の上流側に
放流する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

・ＰＴにおいて詳
細な調査手法を
検討した。

　◇底生魚の押し上げ調査実施箇所

No.1　尾元地点

No．2　磯谷合流部上流地点

No．3　磯谷－扇谷間地点

No．4　扇谷合流部上流地点

No．6　ヒン谷合流部上流地点

No．5　塚集落上流地点

平成18年度　マーキング個体放流地点

桜橋地点

No．1　尾元地点

登り落ち

平成19年度　マーキング個体放流地点



　◇底生魚の押し上げ調査の調査内容

調査目的
・試験湛水時の流入河川における底生魚類の押し上げ状況を把握する。

調査地点
・湛水区域内の６地点

調査時期
・湛水前
・H18秋季
・H19春季以降

調査内容
・湛水前に６カ所に登り落ちを設置し、捕獲された底生魚の数を記録する。
　また、マーキングの有無を確認する。（確認後は各登り落ちの上流側で放流）
・平成18年度は、№１地点で捕獲された底生魚の一部にマーキングを行い、№１
　地点上流30ｍの地点で放流。
・平成19年度は、№６地点で捕獲された底生魚の一部にマーキングを行い、№６
　地点上流30ｍの地点で放流。
・湛水前、湛水後それぞれの魚類のＤＮＡ解析を行い、押し上げ効果に対する評
　価を行う。（現在、分析中）

上流へ移動

水位

移動

水位上昇

ダ
ム
提
体

上流に移動する底
生魚を登り落ちで捕
獲。→マーキングし
て、移動状況を調査。

　◇底生魚の押し上げ調査結果（平成18年　№１地点）

・湛水前の捕獲数は最大900匹（9月16日）であった。
・湛水開始後、湛水域迄の距離が縮まり、水温も低下した10月中旬～11月上旬に
　アジメドジョウの捕獲数の増加(最大6,500匹 10/20）を確認した。

No,1尾元地点

日付：10月20日

捕獲数：6,500匹

貯水位：295.9m

水温：14℃
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　◇底生魚の押し上げ調査結果（平成19年　№６地点）

・平成19年度は、流量増加による欠測も生じたが、水温が上昇するなかで湛水域迄
　の距離が縮まった８月3日にアジメドジョウ2,232匹の捕獲数の増加を確認した。
・平成18年度と同様に、湛水域迄の距離が縮まり、水温が低下した9月27日～10月
　4日(最大4,346匹 9月28日)、10月16日～19日(最大2,492匹 10月18日)に捕獲数の
　増加を確認した。
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　◇底生魚の押し上げ調査結果（マーキング個体確認状況）
＜マーキング個体数＞

　・平成18年 4,762個体　(背ビレの一部を切除。H18.8.28～H18.10.18の期間に放流)
　・平成19年 3,700個体　(尾ビレの一部を切除。H19.8.14～H19.9.4の期間に放流)

＜平成18年に№１地点上流で放流したマーキング個体の確認状況＞

　・平成18年調査時には未湛水域であった№１～№５の計５地点で計90個体を確認した。

　・放流点の下流にあるNo.1で、41個体を確認した。
　・放流点の上流7.5kmにある№５はH18.9.26に確認した。
　・平成19年調査時には№６において6個体を確認した。

＜平成19年に№６地点上流で放流したマーキング個体の確認状況＞

　・平成19年調査時には

　　№６において32個体

　　を確認した。

日付：9月26日

確認地点：No,5

体長：約6㎝

総数 ﾏｰｷﾝｸﾞ 率（%）

H19.5.11
～10.19

No.6 32 0.08

捕獲期間 地点 捕獲数（匹）放流地点か
らの距離

下流30ｍ 42,378

備考

総数 ﾏｰｷﾝｸﾞ 率（%）

H18.8.28 No.1 下流30ｍ 47,410 41 0.09
～11.7 No.2 上流1.4km 475 40 8.42

No.3 上流2.7km 290 3 1.03
No.4 上流3.3km 279 5 1.79
No.5 上流7.5km 553 1 0.18
No.6 上流8.9km 230 0 0.00

H19.5.11
～10.19

0.01

放流地点か
らの距離

捕獲期間 地点 捕獲数（匹）

No.6 上流8.9km 42,378 6

備考



■流水性動物調査

・流水性動物調
査を実施した。

流水性動物調
査

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
の
把
握

生
物

調査内容等調査項目区分

流水性動物の
押し上げ状況
をカジカガエ
ルを指標とし
て把握する。

第３回部会の
報告内容

第２回部会まで
の状況

・モニタリング調
査計画について
報告した。

　◇流水性動物の調査位置

道谷

赤谷(本川流入端)

磯谷

西谷(門入)

・湛水区域外の道谷と赤谷、磯谷、西谷の標高約380ｍ～420mの湛水区域
内・外でカジカガエルの確認を行った。

8月21日,23日
(補足：9月3日,4日)

○○西谷（門入）

9月3日○○磯谷

8月9日,10日○○赤谷（本川流入端）

9月4日○－道谷

外内

湛水区域地区 調査日

調査区間

幼生(オタマジャクシ）

幼体(未成熟の若い個体）

成体(成熟した個体)



　◇流水性動物の調査結果＜１＞

4049234計

0014513
湛水
区域外

4
(内鳴き声3）

034721
湛水
区域内

赤谷（本川
流入端部）

0030111計

0030111
湛水
区域外道谷

成体幼体幼生
確認
地点

道谷 赤谷(本川流入端部)

・湛水区域外の道谷では11箇所で、

赤谷では湛水区域内21箇所、区域

外13箇所でカジ

カガエルを確認

した。

凡例

湛水区域内

湛水区域外

凡例

湛水区域外

401～420m

380～401m

　◇流水性動物の調査結果＜２＞

01547129計

0152769
湛水
区域外

0019520
湛水
区域内

西谷
（門入）

004912計

00236
湛水
区域外

00266
湛水
区域内

磯谷

成体幼体幼生確認地点・磯谷では湛水区域内6箇所、区
域外6箇所で、西谷では湛水区域
内20箇所、区域外9箇所でカジカ
ガエルを確認した。

磯谷 西谷(門入)

凡例

湛水区域内

湛水区域外

凡例

湛水区域内

湛水区域外

380～401m

401～420m

401～420m
380～401m



モニタリング工程

■モニタリング調査工程
湛水前 湛水中 湛水後

H18 H19 H20 H21

水質調査 ● ● ● ●

繁殖状況調査 ● ● ● ●

行動圏調査 ● ● ● ●

定着状況調査 ● ● ● ●

CCDカメラによる巣内行動の把握 ● ● ●

ダムサイト法面の植生回復 ● ●

原石山の植生回復 ●

コア山の植生回復 ● ●

植物の重要な種の調査 ● ● ● オオバノハチジョウ等の再移植によりH20年度も実施する。

オオムラサキ ● ● ● エゾエノキの再移植によりH20年度も実施する。

巣箱利用状況調査（ヤマネ） ● ●

湿性地調査 ● ●

試掘横坑利用状況調査（コウモリ類） ● ● ●

環境保全河川魚類生息状況調査 ● ● ●

環境情報の収集 ● ● ● ●

陸域環境 ●

河川域環境 ●

●

水鳥調査 ● ● ●

湖岸周辺の環境変化把握 ● ● ● 湛水状況を勘案してH19年度調査をH20年度に繰り越した。

上流端河岸植生調査 ● ● 湛水状況を勘案してH19年度調査をH20年度に繰り越した。

成熟した生息・生育環境調査（ブッポウソウ） ● ●

貯水池内の水生生物調査 ●

底生魚の押し上げ調査 ● ●

上流河川の魚類調査（孤立個体群調査） ● ● ● ● H19年度の結果を勘案してH20年度も実施する。

貯水池末端連続性状況調査 ● 湛水後としてH21年度に設定した。

流水性動物（カジカガエル） ● ● ●

河岸の陸上動物調査（鳥類、陸上昆虫類） ●

植生断面調査 ●

水生生物調査（魚類、底生動物、付着藻類） ●

河床材料調査 ●

植物の重要な種の調査 ●

洪水調節の実績調査 ● ● ●

利水補給の実績調査 ● ● ●

堆砂調査 堆砂の実績調査 ● ● 試験湛水後に実施することとした。

維持流量評価調査 ● ● 試験湛水(H20年度)以降に実施することとした。

地域とダムの関わり ●

ダム湖利用実態調査 ●

下流河川調査

環境ベースマップの更新

陸域動物相調査

調査項目（小項目）

そ
の
他

水源地域動態

ダ
ム
管
理

洪水調節及び利水補給の
実績調査

備考

生
物
調
査

植生回復状況調査

区分

定着状況調査

ワシタカ類調査

●

調査項目（大項目）

環
境
保
全
対
策
の
効
果
の
観
察

湛
水
に
よ
る
周
辺
環
境
変
化
の
把
握



■湖面上の移動が確認された動物たち

西谷を渡っていたツキノワグマ
（H19.8.11）

ツキノワグマ、イノシシ、ヘビ類

湖面上の移動が確認された動物

・貯水池巡視時等に湖面上を移動している動物を確認。

・これらの情報については記録保存し、蓄積を図る。

■外来魚移入防止対策

・外来魚移入防止対策の看板を貯水池内への進入路10箇所に設置し、
啓発を図っている。


